
規

則

生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一

国
定
公
園
内
に
お
け
る
行
為
の
許
可
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
五

大
分
県
契
約
事
務
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一

大
分
県
会
計
規
則
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
一
一

〇
規

則

生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
二
十
五
号

生
活
保
護
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

生
活
保
護
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
大
分
県
規
則
第
四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
中
「
及
び
第
二
項
」
を
「
又
は
第
二
項
」
に
、
「
（
第
三
十
九
号
様
式
）
」
を
「
（
同
法
第

七
十
八
条
第
一
項
に
基
づ
く
徴
収
金
の
場
合
）
（
第
四
十
三
号
様
式
）
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
第
二
項
と

し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

法
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
護
金
品
又
は
就
労
自
立
給
付
金
か
ら
法
第

七
十
七
条
の
二
第
一
項
に
基
づ
く
徴
収
金
の
支
払
に
充
て
る
旨
の
申
出
様
式
の
標
準
は
、
生
活
保
護
法
第

七
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
保
護
金
品
等
を
徴
収
金
の
納
入
に
充
て
る
旨
の
申
出
書
（
同
法
第
七
十
七

条
の
二
第
一
項
に
基
づ
く
徴
収
金
の
場
合
）
（
第
四
十
二
号
様
式
）
と
す
る
。

第
二
十
一
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、
第
二
十
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
進
学
準
備
給
付
金
申
請
書
）

第
二
十
一
条

施
行
規
則
第
十
八
条
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
進
学
準
備
給
付
金
の
支
給
の
申
請
書
の
様

式
の
標
準
は
、
進
学
準
備
給
付
金
申
請
書
（
第
三
十
九
号
様
式
）
と
す
る
。

（
進
学
準
備
給
付
金
決
定
調
書
）

第
二
十
二
条

法
第
五
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
進
学
準
備
給
付
金
を
支
給
す
る
と
き
の
決
定
調

書
は
、
進
学
準
備
給
付
金
決
定
調
書
（
第
四
十
号
様
式
）
と
す
る
。

（
進
学
準
備
給
付
金
決
定
通
知
書
）

第
二
十
三
条

法
第
五
十
五
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
進
学
準
備
給
付
金
を
支
給
す
る
と
き
は
、
進
学

準
備
給
付
金
支
給
（
不
支
給
）
決
定
通
知
書
（
第
四
十
一
号
様
式
）
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

第
三
十
七
号
様
式
中

積
立
額

算
定
率

収
入
充
当
額

算
定
対
象
期
間

「

」
を

積
立
額

最
低
給
付
額

算
定
率

収
入
充
当
額

算
定
対
象
期
間

「

」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
号
様
式
中
「第

３９号
様
式

（第
２１条

関
係

）
」
を
「第

４３号
様
式

（第
２４条

関
係

）
」
に
、

「

生
活
保
護
法
第
７８条

の
２
の
規
定
に
よ
る
保
護
金
品
等
を

徴
収
金
の
納
入
に
充
て
る
旨
の
申
出
書

」
を

「

生
活
保
護
法
第
７８条

の
２
の
規
定
に
よ
る
保
護
金
品
等
を

徴
収
金
の
納
入
に
充
て
る
旨
の
申
出
書

（
同
法
第
７８条

第
１
項
に
基
づ
く
徴
収
金
の
場
合
）

」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
四
十
三
号
様
式

と
し
、
第
三
十
八
号
様
式
の
次
に
次
の
四
様
式
を
加
え
る
。

目

次

令

和

四

年

（ 木 曜 日 ）

�
�
�
�

号

外

一
八

三
月
三
十
一
日

毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）

発
行
人

大

分

県

編
集

㈱
佐
伯
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

（
定
価

一
箇
年

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

一



第
３９号

様
式
（
第
２１条

関
係
）

年
月

日
進
学
準
備
給
付
金
申
請
書

保
健
所
地
域
福
祉
室
長
殿

申
請
者

住
所
又
は
居
所

（
大
学
等
に
進
学
す
る
者
）氏
名

進
学
準
備
給
付
金
の
支
給
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
ま
す
。

記

１
世
帯
主
の
氏
名

２
大
学
等
に
進
学
す
る
者
の
生
年
月
日

年
月

日

３
進
学
先

学
校
名

４
進
学
後
の
居
住
先
（
該
当
す
る
□
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
）

□
大
学
等
進
学
前
の
住
宅
と
同
じ

□
転
居
に
よ
り
大
学
等
進
学
前
と
異
な
る
住
居
に
居
住
（
居
住
（
予
定
）
地
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
）

居
住
（
予
定
）
地

５
関
係
書
類

⑴
入
学
手
続
に
着
手
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
と
し
て
、
以
下
の
い
ず
れ
か

・
入
学
金
を
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し

・
入
学
金
延
納
（
進
学
後
に
納
付
す
る
こ
と
）
を
申
請
し
た
書
類
の
写
し

・
入
学
金
等
の
納
付
が
不
要
な
場
合
、
進
学
先
に
提
出
す
る
誓
約
書
や
進
学
先
が
発
行
す
る
入
学
手

続
が
完
了
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
等
の
写
し

⑵
進
学
に
伴
い
転
居
す
る
場
合
は
、
新
た
に
居
住
す
る
住
居
の
賃
貸
借
契
約
書
等
の
写
し

⑶
そ
の
他
支
給
決
定
に
当
た
り
必
要
な
書
類

※
上
記
の
書
類
を
申
請
時
に
準
備
で
き
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
進
学
す
る
学
校
の
合
格
通
知
書
や

賃
貸
借
契
約
時
の
見
積
書
の
写
し
等
を
添
付
し
た
上
で
、
後
日
、
大
学
等
に
入
学
す
る
ま
で
に
こ
れ

ら
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

６
進
学
準
備
給
付
金
振
込
先
（
大
学
等
に
進
学
す
る
者
の
口
座
に
限
り
ま
す
。
）

金
融
機
関
名

銀
行
・
信
用
金
庫
・
信
用
組
合

（
該
当
す
る
金
融
機
関
の
種
類
に
○
を
し
て
く
だ
さ
い
。
）

支
店
名

支
店
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
除
く
）

記
号

店
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
み
記
載
）

預
金
種
類
□
普
通
預
金

□
当
座
預
金

（
該
当
す
る
□
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
）

口
座
番
号

（
右
に
つ
め
て
ご
記
載
く
だ
さ
い
。
）

（
カ

ナ
）

口
座
名
義
人

※
上
記
の
支
店
名
・
口
座
番
号
・
口
座
名
義
人
が
確
認
で
き
る
通
帳
の
写
し
な
ど
の
書
類
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
四
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三
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進
学
準
備
給
付
金
決
定
調
書

世
帯
主
氏
名

年
月
日

進
学
準
備
給
付
金
決
定
伺

調
書
の
と
お
り
決
定
し
、
決
裁
の
上
は
進
学
準
備
給
付
金
決
定
通
知
書
に
よ
り
通
知
し
て
よ
い
か
伺
い
ま
す
。

進
学
準
備
給
付
金
決
定
欄

支
給
額

円

（
進
学
先
）

（
進
学
後
の
居
住
先
）

不
支

給
の

理
由

進
学
準
備
給
付
金
を
支
給
す
る
場
合
、
支
給
日
及
び
支
給
方
法

起
案

担
当
員

対
象
者
氏
名

年
月
日

施行

室
長

ケ
ー
ス
番
号

決裁
年
月
日

決裁日 第
４０号

様
式
（
第
２２条

関
係
）

第
４１号

様
式
（
第
２３条

関
係
）

第
号

年
月

日

殿

保
健
所
地
域
福
祉
室
長
印

進
学
準
備
給
付
金
支
給
（
不
支
給
）
決
定
通
知
書

年
月

日
付
で
申
請
さ
れ
た
生
活
保
護
法
に
よ
る
進
学
準
備
給
付
金
を
、
下
記
の
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
の
で
通
知
し
ま
す
。

記

○
支
給
の
可
否

□
支
給

□
不
支
給

○
進
学
準
備
給
付
金
を
支
給
す
る
場
合
、
支
給
額
、
支
給
日
及
び
支
給
方
法

支
給
額

円
支
給
日

年
月

日
支
給
方
法

○
不
支
給
の
場
合
、
そ
の
理
由

（
備
考
）

⑴
こ
の
決
定
通
知
が
申
請
書
受
理
後
１４日

を
経
過
し
た
理
由

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

三



⑵
こ
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
箇
月
以
内
に
、
知
事
に
対

し
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３
箇
月
以
内
で
あ
っ
て

も
、
決
定
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
）
。

⑶
上
記
⑵
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
経
た
場
合
に
限
り
、
そ
の
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
６
箇
月
以
内
に
、
大
分
県
を
被
告
と
し
て
（
訴
訟
に
お
い
て
県
を
代
表
す
る
者
は
大
分
県
知
事
と
な
り
ま
す
。
）
こ

の
決
定
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
な
お
、
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
箇

月
以
内
で
あ
っ
て
も
、
裁
決
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
を
経
過
す
る
と
決
定
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。
）
。
た
だ
し
、
次
の
①
か
ら
③
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
を
経
な

い
で
こ
の
決
定
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
①
審
査
請
求
を
し
た
日
（
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
２６年

法
律

第
６８号

）
第
２３条

の
規
定
に
よ
り
不
備
を
補
正
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
ら
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
不
備
を
補
正
し
た
日
）
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
５０日

（
５０日

以
内
に
行
政
不
服
審
査
法
第
４３条

第
３
項
の
規
定
に
よ
り
通
知
を
受
け
た
場
合
は
７０日

）
を
経
過
し

て
も
裁
決
が
な
い
と
き
。
②
決
定
、
決
定
の
執
行
又
は
手
続
き
の
続
行
に
よ
り
生
ず
る
著
し
い
損
害
を
避
け
る
た
め
緊
急
の
必
要
が

あ
る
と
き
。
③
そ
の
他
裁
決
を
経
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
。

⑷
進
学
準
備
給
付
金
は
、
所
得
税
や
個
人
住
民
税
は
課
さ
れ
ず
、
国
税
や
地
方
税
の
滞
納
処
分
に
よ
る
差
押
え
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

第
４２号

様
式
（
第
２４条

関
係
）

生
活
保
護
法
第
７８条

の
２
の
規
定
に
よ
る
保
護
金
品
等
を

徴
収
金
の
納
入
に
充
て
る
旨
の
申
出
書

（
同
法
第
７７条

の
２
第
１
項
に
基
づ
く
徴
収
金
の
場
合
）

私
は
、

年
月
分
か
ら
の
保
護
金
品
等
（
保
護
費
（
金
銭
給
付
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）

及
び
就
労
自
立
給
付
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
よ
り
、
毎
月

円
を

年
月

日
付
費
用
徴
収
決
定
通
知
に
よ
る
法
第
７７条

の
２
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
徴
収
金
の
支
払
に
充
て
る
こ
と

を
申
し
出
ま
す
。

な
お
、
申
出
の
撤
回
又
は
申
出
内
容
の
変
更
を
行
わ
な
い
限
り
に
お
い
て
、
本
申
出
に
基
づ
き
、
徴
収
金

を
全
て
納
付
す
る
ま
で
保
護
金
品
等
か
ら
支
払
に
充
て
る
も
の
と
し
ま
す
。

年
月

日
住
所
氏
名

保
健
所
地
域
福
祉
室
長
殿

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
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〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

⑷
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

５
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑷
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

⑴
学
術
研
究
そ
の
他
公
益
上
必
要
な
場
合

⑵
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
維
持
の
た
め
に
必
要
な
場
合

⑶
病
害
虫
の
防
除
・
防
災
・
風
致
維
持
そ
の
他
森
林
の
管
理
と
し
て
行
わ
れ
る
場
合

⑷
測
量
の
た
め
に
行
わ
れ
る
場
合

⑸
第
３
種
特
別
地
域
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
森
林
施
業
以
外
の
目
的
で
申
請
す
る
場
合

３
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑸
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

２
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
前
の
生
活
保
護
法
施
行
細
則
第
三
十
七
号
様
式
及
び
第
三
十
九
号
様
式
の
規
定
に
よ
る
用
紙
は
、

当
分
の
間
、
所
要
の
補
正
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

国
定
公
園
内
に
お
け
る
行
為
の
許
可
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
二
十
六
号

国
定
公
園
内
に
お
け
る
行
為
の
許
可
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

国
定
公
園
内
に
お
け
る
行
為
の
許
可
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
大
分
県
規
則
第
六
十
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
一
）
中
「㊞

」
及
び
注
１
を
削
り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
同
様
式
の
注
３
中
「伐

採

」
の
次
に
「
（樹

種
、
本
数
、
面
積
等

）
」
を
、
「敷

地
造
成

」
の
次
に
「
（面

積
、
切
土
盛
土
量

等

）
」
を
加
え
、
「残

土
処
理

」
を
「残

土
量
と
そ
の
処
理
方
法

」
に
改
め
、
同
注
を
同
様
式
の
注
２
と

し
、
同
様
式
中
注
４
を
注
３
と
し
、
同
様
式
の
注
５
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗
」
に
改
め
、
同
注
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
一
）
の
注
５
を
同
様
式
の
注
４
と
し
、
同
様
式
の
添
付
図
面
１
中
「以

上
」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
「天

然
色
写
真

」
の
次
に

「
（カ

ラ
ー
写
真

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の
添
付
図
面
３
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添

付
図
面
４
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
、
「図

面

」
を
「修

景
図

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
５
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
二
）
中
「㊞

」
及
び
注
１
を
削
り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
注
３
を
注
２
と
し
、
同
様

式
の
注
４
中
「設

置
等

」
を
「設

置

（面
積
、
切
土
盛
土
量
等

）、
残
土
量
と
そ
の
処
理
方
法
等

」
に
改

め
、
同
注
を
同
様
式
の
注
３
と
し
、
同
様
式
中
注
５
を
注
４
と
し
、
同
様
式
の
注
６
中
「進

ち
ょ
く

」
を

「進
捗

」
に
改
め
、
同
注
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
二
）
の
注
６
を
同
様
式
の
注
５
と
し
、
同
様
式
の
注
７
中
「林

業
施
業
以
外
の
目
的

で
申
請
す
る

」
を
「次

に
掲
げ
る

」
に
改
め
、
同
注
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
二
）
の
注
７
を
同
様
式
の
注
６
と
し
、
同
様
式
の
添
付
図
面
１
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
「天

然
色
写
真

」
の
次
に

「
（カ

ラ
ー
写
真

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の
添
付
図
面
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
三
）
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
改

め
、
注
１
を
削
り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
注
３
を
注
２
と
し
、
同
様
式
の
注
４
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
注
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
三
）
の
注
４
を
同
様
式
の
注
３
と
し
、
同
様
式
の
添
付
図
面
１
中
「以

上

」
を
「程

度
」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
四
）
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
改

め
、
注
１
を
削
り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
注
３
を
注
２
と
し
、
同
様
式
の
注
４
中
「立

法
メ
ー
ト
ル

」
を

「立
方
メ
ー
ト
ル

」
に
改
め
、
「ト

ン

」
の
次
に
「、

キ
ロ
グ
ラ
ム
等

」
を
加
え
、
同
注
を
同
様
式
の
注
３
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⑸
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

５
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

水
位
又
は
水
量
の
増
減

の
内
容

「

を
」

水
位
又
は
水
量
の
増
減

の
内
容

関
連
行
為
の
概
要

「

に
改
め
、
注
１
を

」

⑷
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

３
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

指
定
水
域
等
へ
の
排
出

方
法

「

を
」

指
定
水
域
等
へ
の
排
出

方
法

関
連
行
為
の
概
要

「

に
改
め
、
注
１
を

」

⑷
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

４
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

表
示
の
内
容

「

を
」

と
し
、
同
様
式
中
注
５
を
注
４
と
し
、
同
様
式
の
注
６
中
「伐

採

」
の
次
に
「
（樹

種
、
本
数
、
面
積

等

）
」
を
加
え
、
同
注
を
同
様
式
の
注
５
と
し
、
同
様
式
中
注
７
を
注
６
と
し
、
同
様
式
の
注
８
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
注
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
四
）
の
注
８
を
同
様
式
の
注
７
と
し
、
同
様
式
の
添
付
図
面
１
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
「天

然
色
写
真

」
の
次
に

「
（カ

ラ
ー
写
真

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の
添
付
図
面
３
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添

付
図
面
４
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
、
「図

面

」
を
「修

景
図

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
５
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
五
）
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
、

削
り
、
同
様
式
の
注
２
中
「立
法
メ
ー
ト
ル

」
を
「立

方
メ
ー
ト
ル

」
に
改
め
、
同
注
を
同
様
式
の
注
１
と

し
、
同
様
式
中
注
３
を
注
２
と
し
、
同
様
式
の
注
４
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
注
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
五
）
の
注
４
を
同
様
式
の
注
３
と
し
、
同
様
式
の
添
付
図
面
１
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
「天

然
色
写
真

」
の
次
に

「
（カ

ラ
ー
写
真

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の
添
付
図
面
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
六
）
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
、

削
り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
注
３
か
ら
注
５
ま
で
を
注
２
か
ら
注
４
ま
で
と
し
、
同
様
式
の
注
６
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
注
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
六
）
の
注
６
を
同
様
式
の
注
５
と
し
、
同
様
式
の
添
付
図
面
１
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
「天

然
色
写
真

」
の
次
に

「
（カ

ラ
ー
写
真

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の
添
付
図
面
３
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添

付
図
面
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
七
）
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
、
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分
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表
示
の
内
容

関
連
行
為
の
概
要

「

に
改
め
、
注
１
を

」

３
「
関
連
行
為
の
概
要
」
欄
に
は
、
支
障
木
の
伐
採
（
樹
種
、
本
数
、
面
積
等
）
、
支
障
と
な
る
動
植

物
の
除
去
、
敷
地
造
成
（
面
積
、
切
土
盛
土
量
等
）
、
残
土
量
と
そ
の
処
理
方
法
、
工
事
用
仮
工
作
物

の
設
置
等
申
請
行
為
に
伴
う
行
為
の
内
容
を
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の

詳
細
を
添
付
図
面
に
表
示
す
る
こ
と
。

⑷
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

４
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑷
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

４
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑷
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

５
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑷
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

５
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

削
り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
注
３
を
注
２
と
し
、
同
注
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
七
）
の
注
４
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
注
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。第

一
号
様
式
（
そ
の
七
）
の
添
付
図
面
１
中
「以

上

」
を
「程

度
」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２
中

「以
上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
「天

然
色
写
真

」
の
次
に
「
（カ
ラ
ー
写
真

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の
添

付
図
面
３
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
八
）
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名
」
に
改

め
、
注
１
を
削
り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
注
３
を
注
２
と
し
、
同
様
式
の
注
４
中
「許

可
処
分
の
日
付

」
を

「許
可
の
年
月
日

」
に
改
め
、
同
注
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
八
）
の
注
４
を
同
様
式
の
注
３
と
し
、
同
様
式
の
添
付
図
面
１
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
「天

然
色
写
真

」
の
次
に

「
（カ

ラ
ー
写
真

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の
添
付
図
面
３
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添

付
図
面
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
九
）
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
改

め
、
注
１
を
削
り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
注
３
か
ら
注
５
ま
で
を
注
２
か
ら
注
４
ま
で
と
し
、
同
様
式
の
注

６
中
「処
分
は

」
を
「処

分
又
は

」
に
、
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
注
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。第

一
号
様
式
（
そ
の
九
）
の
注
６
を
同
様
式
の
注
５
と
し
、
同
様
式
の
添
付
図
面
１
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
「天

然
色
写
真

」
の
次
に

「
（カ

ラ
ー
写
真

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の
添
付
図
面
３
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添

付
図
面
４
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
、
「図

面

」
を
「修

景
図

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
５
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
）
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
改

め
、
注
１
を
削
り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
注
３
を
注
２
と
し
、
注
４
を
注
３
と
し
、
同
様
式
の
注
５
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
注
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
）
の
注
５
を
同
様
式
の
注
４
と
し
、
同
様
式
の
添
付
図
面
１
中
「以

上

」
を
「程

度
」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
「天

然
色
写
真

」
の
次
に

「
（カ

ラ
ー
写
真

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の
添
付
図
面
３
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添

付
図
面
４
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
、
「図

面

」
を
「修

景
図

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
５
を
次

の
よ
う
に
改
め
る
。
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管
理

方
法

「

を
」

管
理

方
法

関
連
行
為
の
概
要

「

に
改
め
、
注
１
を

」

４
「
関
連
行
為
の
概
要
」
欄
に
は
、
支
障
木
の
伐
採
（
樹
種
、
本
数
、
面
積
等
）
、
支
障
と
な
る
動
植

物
の
除
去
等
申
請
行
為
に
伴
う
行
為
の
内
容
を
具
体
的
に
記
入
す
る
と
と
も
に
、
特
別
地
域
（
特
別
保

護
地
区
）
内
で
採
取
し
た
木
竹
以
外
の
植
物
を
再
度
植
栽
・
播
種
す
る
場
合
、
場
所
等
の
詳
細
を
記
入

す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
詳
細
を
添
付
図
面
に
表
示
す
る
こ
と
。

⑷
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

３
行
為
の
施
行
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
千
分
の
１
程
度
の
平
面
図

４
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑸
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

２
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

管
理

方
法

「

を
」

管
理

方
法

関
連
行
為
の
概
要

「

に
改
め
、
注
１
を

」

⑷
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

３
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
一
）
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
、

削
り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
注
３
を
注
２
と
し
、
注
４
を
注
３
と
し
、
同
注
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
一
）
の
注
５
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗
」
に
改
め
、
同
注
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。第

一
号
様
式
（
そ
の
十
一
）
の
添
付
図
面
１
中
「以
上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２

中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
「天

然
色
写
真

」
の
次
に
「
（カ

ラ
ー
写
真

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の

添
付
図
面
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
一
）
の
添
付
図
面
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
二
）
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
改

め
、
注
１
を
削
り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
注
３
を
注
２
と
し
、
同
様
式
の
注
４
中
「に

は

」
の
次
に
「、

支
障
木
の
伐
採

（樹
種
、
本
数
、
面
積
等

）、
支
障
と
な
る
動
植
物
の
除
去
等
申
請
行
為
に
伴
う
行
為
の
内
容

を
具
体
的
に
記
入
す
る
と
と
も
に

」
を
、
「こ

と

」
の
次
に
「。

な
お
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の
詳
細
を
添
付

図
面
に
表
示
す
る
こ
と

」
を
加
え
、
同
注
を
同
様
式
の
注
３
と
し
、
同
様
式
の
注
５
中
「進

ち
ょ
く

」
を

「進
捗

」
に
改
め
、
同
注
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
二
）
の
注
５
を
同
様
式
の
注
４
と
し
、
同
様
式
の
添
付
図
面
１
中
「以

上

」
を

「程
度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
三
）
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
、

削
り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
注
３
を
注
２
と
し
、
注
４
を
注
３
と
し
、
同
様
式
の
注
５
中
「進

ち
ょ
く

」
を

「進
捗

」
に
改
め
、
同
注
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
三
）
の
注
５
を
同
様
式
の
注
４
と
し
、
同
様
式
の
添
付
図
面
１
中
「以

上

」
を

「程
度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
「天

然
色
写
真

」
の
次
に

「
（カ

ラ
ー
写
真

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の
添
付
図
面
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
四
）
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
、
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変
更
後
の
色
彩

「

を
」

変
更
後
の
色
彩

関
連
行
為
の
概
要

「

に
改
め
、
注
１
を

」

２
「
関
連
行
為
の
概
要
」
欄
に
は
、
支
障
木
の
伐
採
（
樹
種
、
本
数
、
面
積
等
）
、
支
障
と
な
る
動
植

物
の
除
去
、
敷
地
造
成
（
面
積
、
切
土
盛
土
量
等
）
、
残
土
量
と
そ
の
処
理
方
法
、
工
事
用
仮
工
作
物

の
設
置
等
申
請
行
為
に
伴
う
行
為
の
内
容
を
具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
な
お
、
必
要
に
応
じ
て
そ
の

詳
細
を
添
付
図
面
に
表
示
す
る
こ
と
。

⑷
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

４
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑷
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

３
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

管
理

方
法

「

を
」

管
理

方
法

関
連
行
為
の
概
要

「

に
改
め
、
注
１
を

」

３
「
関
連
行
為
の
概
要
」
欄
に
は
、
特
別
保
護
地
区
内
で
伐
採
し
た
木
竹
を
再
度
移
植
す
る
場
合
、
場

所
等
の
詳
細
を
記
入
す
る
こ
と
。

⑷
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

４
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

削
り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
同
注
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
四
）
の
注
３
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗
」
に
改
め
、
同
注
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。第

一
号
様
式
（
そ
の
十
四
）
の
添
付
図
面
１
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２

中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
「天

然
色
写
真

」
の
次
に
「
（カ

ラ
ー
写
真

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の

添
付
図
面
３
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
、
「平
面
図
及
び

」
を
「立

面
図
及
び
変
更
後
の

」
に
改
め
、
同

様
式
の
添
付
図
面
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
五
）
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
改

め
、
注
１
を
削
り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
注
３
を
注
２
と
し
、
同
様
式
の
注
４
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
注
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
五
）
の
注
４
を
同
様
式
の
注
３
と
し
、
同
様
式
の
添
付
図
面
１
中
「以

上

」
を

「程
度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
「天

然
色
写
真

」
の
次
に

「
（カ

ラ
ー
写
真

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の
添
付
図
面
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
六
）
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
、

削
り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
注
３
を
注
２
と
し
、
同
注
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
六
）
の
注
４
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
注
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。第

一
号
様
式
（
そ
の
十
六
）
の
添
付
図
面
１
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２

中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
「天

然
色
写
真

」
の
次
に
「
（カ

ラ
ー
写
真

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の

添
付
図
面
３
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
七
）
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
、

「

大
分
県
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火
入
れ
又
は
た
き

火
後
の
取
扱
い

を
」

火
入
れ
又
は
た
き

火
後
の
取
扱
い

関
連
行
為
の
概
要

「

に
改
め
、
注
１
を
削

」

⑷
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

３
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

捕
獲
、
殺
傷
、
採
取
又

は
損
傷
の
方
法

「

を
」

捕
獲
、
殺
傷
、
採
取
又

は
損
傷
の
方
法

関
連
行
為
の
概
要

「

に
改
め
、
注
１
を

」

⑸
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

２
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

係
留
方
法

「

を
」

係
留
方
法

関
連
行
為
の
概
要

「

に
改
め
、
注
１
を
削

」

⑷
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

４
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
注
３
を
削
り
、
同
様
式
の
注
４
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
注
に

次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
七
）
の
注
４
を
同
様
式
の
注
２
と
し
、
同
様
式
の
添
付
図
面
１
中
「以

上

」
を

「程
度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２
中
「以

上

」
を
「程

度
」
に
改
め
、
「天

然
色
写
真

」
の
次
に

「
（カ

ラ
ー
写
真

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の
添
付
図
面
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
八
）
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名
」
に
、

削
り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
注
３
を
注
２
と
し
、
同
様
式
の
注
４
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、

同
注
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
八
）
の
注
４
を
同
様
式
の
注
３
と
し
、
同
様
式
の
添
付
図
面
１
中
「以

上

」
を

「程
度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
九
）
中
「氏

名
印

」
を
「氏

名

」
に
、

り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
同
様
式
の
注
３
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
注
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。

第
一
号
様
式
（
そ
の
十
九
）
の
注
３
を
同
様
式
の
注
２
と
し
、
同
様
式
の
添
付
図
面
１
中
「以

上

」
を

「程
度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
「天

然
色
写
真

」
の
次
に

「
（カ

ラ
ー
写
真

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の
添
付
図
面
３
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添

付
図
面
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
四
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三
月
三
十
一
日

一
〇



２
行
為
地
及
び
そ
の
付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
縮
尺
５
千
分
の
１
程
度
の
概
況
図
及
び
天

然
色
写
真
（
カ
ラ
ー
写
真
）

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑷
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

４
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑷
当
該
申
請
に
関
す
る
連
絡
先
（
電
話
番
号
又
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
。
な
お
、
申
請
者
と
担
当
者

が
異
な
る
場
合
は
、
担
当
者
の
氏
名
、
役
職
、
連
絡
先
等
を
記
載
す
る
こ
と
。

３
そ
の
他
行
為
の
施
行
方
法
の
表
示
に
必
要
な
図
面

※
行
為
の
規
模
が
大
き
い
た
め
、
各
号
に
掲
げ
る
縮
尺
の
図
面
に
よ
っ
て
は
適
切
に
表
示
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
当
該
施
設
の
規
模
及
び
構
造
に
応
じ
て
適
切
と
認
め
ら
れ
る
縮

尺
の
図
面
を
も
っ
て
、
こ
れ
ら
の
図
面
に
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

第
二
号
様
式
（
そ
の
一
）
中
「㊞

」
を
削
る
。

第
二
号
様
式
（
そ
の
二
）
中
「㊞

」
及
び
注
を
削
り
、
同
様
式
の
添
付
図
面
１
中
「以

上

」
を
「程

度

」

に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
（
そ
の
三
）
中
「㊞
」
及
び
注
１
を
削
り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
注
３
を
注
２
と
し
、
同
様

式
の
注
４
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗
」
に
改
め
、
同
注
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
号
様
式
（
そ
の
三
）
の
注
４
を
同
様
式
の
注
３
と
し
、
同
様
式
の
添
付
図
面
１
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
「天
然
色
写
真

」
の
次
に

「
（カ

ラ
ー
写
真

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の
添
付
図
面
３
中
「以

上
」
を
「程
度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添

付
図
面
４
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
（
そ
の
四
）
中
「㊞

」
及
び
注
１
を
削
り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
注
３
を
注
２
と
し
、
同
様

式
の
注
４
中
「進

ち
ょ
く

」
を
「進

捗

」
に
改
め
、
同
注
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
二
号
様
式
（
そ
の
四
）
の
注
４
を
同
様
式
の
注
３
と
し
、
同
様
式
の
添
付
図
面
１
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
同
様
式
の
添
付
図
面
２
中
「以

上

」
を
「程

度

」
に
改
め
、
「天

然
色
写
真

」
の
次
に

「
（カ

ラ
ー
写
真

）
」
を
加
え
、
同
様
式
の
添
付
図
面
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
号
様
式
中
「㊞

」
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
前
の
国
定
公
園
内
に
お
け
る
行
為
の
許
可
等
に
関
す
る
規
則
第
一
号
様
式
（
そ
の
一
）
か
ら
第
三

号
様
式
ま
で
の
規
定
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
補
正
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
分
県
契
約
事
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
二
十
七
号

大
分
県
契
約
事
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
契
約
事
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
大
分
県
規
則
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
る
。

第
五
十
六
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
九

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
係
る
使
用
許
諾
契
約
（
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
）

第
五
十
七
条
第
二
項
中
「
第
十
七
号
」
を
「
第
十
九
号
」
に
改
め
る
。

第
二
号
様
式
（
そ
の
一
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
２
号
様
式
削
除

第
二
号
様
式
（
そ
の
二
）
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

大
分
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事

広

瀬

勝

貞

大
分
県
規
則
第
二
十
八
号

大
分
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

大
分
県
会
計
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
大
分
県
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項

と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

一
一



２

物
品
を
使
用
し
て
い
る
職
員
が
そ
の
物
品
を
亡
失
し
、
又
は
損
傷
し
た
と
き
は
、
当
該
職
員
は
、
前
項

の
事
故
報
告
書
を
所
属
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
場
合
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
払
い
込
む
も
の
と
す
る
。

第
四
十
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
領
収
し
た
現
金
の
額
が
三
万
円
に
達
し
て
い
な
い
と
き
は
、
領

収
し
た
日
の
属
す
る
月
の
月
末
ま
で
、
こ
れ
を
保
管
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
二
条
第
二
項
中
「
支
払
期
日
の
五
日
前
（
日
曜
日
等
を
除
い
て
計
算
す
る
。
）
」
を
「
別
に
定
め

る
時
期
」
に
改
め
る
。

第
五
十
六
条
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

自
動
口
座
振
替
（
口
座
引
落
制
度
の
利
用
に
よ
る
支
払
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
方
法
に
よ
り
支

払
を
す
る
経
費

第
五
十
六
条
中
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
削
り
、
第
十
号
を
第
六
号
と
す
る
。

第
五
十
七
条
中
第
三
十
号
を
第
三
十
一
号
と
し
、
第
二
十
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
十

自
動
口
座
振
替
の
方
法
に
よ
り
支
払
を
す
る
経
費

第
五
十
八
条
第
一
号
中
「
第
五
十
六
条
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
」
を
「
自
動
口
座
振
替
の
方

法
に
よ
り
支
払
を
す
る
も
の
の
う
ち
、
電
気
、
ガ
ス
若
し
く
は
水
の
供
給
を
受
け
る
契
約
に
基
づ
き
支
払
を

す
る
経
費
、
電
気
通
信
役
務
の
提
供
を
受
け
る
契
約
に
基
づ
き
支
払
を
す
る
経
費
又
は
下
水
道
法
（
昭
和
三

十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
公
共
下
水
道
を
管
理
す
る
者
に
対
し
て
支
払
を

す
る
」
に
改
め
る
。

第
九
十
三
条
第
二
項
中
「
七
日
以
内
」
を
「
十
五
日
以
内
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
六
条
第
二
項
中
「
、
当
該
帳
簿
に
使
用
職
員
の
受
領
印
を
徴
し
て
」
を
削
る
。

第
百
四
十
七
条
第
三
項
を
削
る
。

第
百
四
十
八
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
棄
却
す
る
こ
と
と
し
た
物
品
の
う
ち
、
県
庁
舎
本
館
、
新
館
及
び
別
館
並
び
に

大
分
県
市
町
村
会
館
に
お
い
て
使
用
し
て
い
た
物
品
に
つ
い
て
は
、
会
計
管
理
者
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す

る
。

第
百
五
十
四
条
第
二
項
中
「
送
付
し
」
を
「
交
付
し
、
物
品
を
引
き
渡
し
た
と
き
は
」
に
、
「
物
品
借
受

書
」
を
「
物
品
受
領
書
」
に
改
め
る
。

第
百
六
十
一
条
の
表
中
「
会
計
管
理
者
、
」
及
び
「
（
本
庁
等
の
物
品
出
納
員
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、

同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
帳
簿
（
備
品
使
用
簿
及
び
占
有
品
出
納
簿
を
除
く
。
）
は
、
毎
月
の
実
績
に
つ
い
て
、
所
属
長

の
供
覧
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
百
六
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
第
百
四
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
物
品
引
継
調
書
及
び
物
品
引
継

書
、
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
百
四
十
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
物
品
引
継
書
及
び
」
を
削
る
。

第
百
六
十
七
条
中
「
か
い
」
を
「
第
十
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

物
品
管
理
者
は
、
前
項
の
物
品
出
納
計
算
書
と
物
品
の
現
物
に
相
違
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

別
表
第
五
の
一
の
部
の
公
有
財
産
購
入
費
の
項
及
び
備
品
購
入
費
の
項
中
「
請
書
（
案
）
」
を
削
り
、
同

表
の
二
の
部
の
十
の
項
か
ら
十
三
の
項
ま
で
の
規
定
中
「
請
書
（
案
）
」
を
削
り
、
同
部
の
十
四
の
項
中

「
仮
契
約
締
結
済
」
を
「
仮
契
約
締
結
済
み
」
に
改
め
、
「
請
書
（
案
）
」
を
削
り
、
同
部
の
十
五
の
項
及

び
十
六
の
項
中
「
請
書
（
案
）
」
を
削
り
、
同
部
の
二
十
一
の
項
中
「
要
」
を
「
要
（
支
出
負
担
行
為
決
議

書
兼
支
出
命
令
書
に
よ
り
処
理
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
に
改
め
る
。

第
九
号
様
式
（
そ
の
一
）
中
「信

託
銀
行

」
を
削
る
。

第
百
九
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
１０９号

様
式
削
除

第
百
九
号
様
式
の
二
を
削
る
。

第
百
二
十
三
号
様
式
中
「第

１２３号
様
式

」
を
「第

１２３号
様
式

（第
１５４条

関
係

）
」
に
、
「物

品
借
受

書

」
を
「物

品
受
領
書

」
に
改
め
、
「
（

年
月

日
第

号

）
」
を
削
り
、
「う

え

」
を
「上

、

」
に
、
「借

り
受
け
ま
す

」
を
「受

領
し
ま
す

」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
前
の
大
分
県
会
計
規
則
第
九
号
様
式
（
そ
の
一
）
の
規
定
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の

補
正
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

一
二


